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国
内
初
の
感
染
者
確
認
か
ら
１
年
３
か
月

が
経
過
し
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
感
染
予
防
策
や
自
粛
生
活
等
、

落
ち
着
か
な
い
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

２
月
17
日
コ
ロ
ナ
禍
を
収
束
さ
せ
る
切
り

札
と
さ
せ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し

た
。
医
療
従
事
者
の
先
行
接
種
に
始
ま
り
、

高
齢
者
、
高
齢
者
施
設
、
基
礎
疾
患
の
あ
る

人
、
一
般
の
人
へ
と
対
象
が
順
次
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。
個
別
か
集
団
か
等
、
具
体
的
な

接
種
方
法
は
市
区
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
短
期
間
で
大
勢
の
人
に
接
種
す
る
前
例

の
な
い
国
家
事
業
が
円
滑
に
進
む
か
ど
う
か

が
課
題
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
個
人
の
発
症
や

重
症
化
を
予
防
す
る
と
共
に
、
大
勢
に
免
疫

が
つ
い
て
流
行
が
収
ま
る
「
集
団
免
疫
」
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
蔓
延
を
防
止
す

る
た
め
の
緊
急
的
な
臨
時
予
防
接
種
の
位
置

づ
け
で
、
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
け
る

か
ど
う
か
は
本
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
一
定
の
割
合
で
起
き
る

副
反
応
の
リ
ス
ク
の
双
方
を
理
解
し
、
自
ら

の
意
志
で
受
け
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

接
種
に
際
し
既
往
歴
、
持
病
、
服
薬
等
と
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
の
関
係
が
心
配
な
と
き
や
迷
う
場
合
、

ま
ず
か
か
り
つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た

最
寄
り
の
保
健
所
で
も
相
談
は
可
能
で
す
。

　

接
種
会
場
で
は
既
往
歴
、
持
病
、
服
薬
、
ア
レ

ル
ギ
ー
等
に
つ
い
て
の
問
診
が
あ
り
ま
す
。
お
薬

手
帳
を
持
参
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
接
種
は
筋

肉
注
射
で
す
。
筋
肉
は
血
管
が
多
く
ワ
ク
チ
ン
の

吸
収
が
速
い
と
さ
れ
ま
す
。
接
種
後
の
痛
み
や
倦

怠
感
等
の
副
反
応
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
対
し

直
ち
に
対
処
す
る
た
め
、
30
分
程
度
そ
の
場
所
で

様
子
を
診
ま
す
。
３
週
間
間
隔
で
２
回
接
種
し
ま

す
。
２
回
目
に
一
部
副
反
応
が
強
ま
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
体
に
免
疫
が
で
き
る
た
め
の

反
応
と
い
わ
れ
、
２
日
程
度
で
治
ま
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
、
発
症
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
は

で
き
ま
す
が
ゼ
ロ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
ワ
ク

チ
ン
が
世
界
中
に
普
及
す
る
に
は
年
単
位
の
時
間

が
必
要
と
み
ら
れ
る
た
め
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
ワ
ク
チ

ン
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
感
染
症
へ
の
地
道

な
予
防
策
の
継
続
が
肝
要
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
達
も「
感
染
し
な
い
、感
染
さ
せ
な
い
」た
め
、

引
き
続
き
手
洗
い
、
マ
ス
ク
、
３
蜜
等
の
感
染
予

防
に
努
め
、
食
事
・
睡
眠
・
運
動
等
の
健
康
づ
く

り
で
体
力
や
免
疫
力
を
保
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

移動自粛
梅、桃、桜の花を惜しんでいるうちに、萌え始める草木の緑。この時期の茅葺民家の風
情が好きで、ずいぶん通ったあの土地だったが、コロナ災禍の移動自粛で、ままならない。
近くの田では、代（しろ）かきがおわり、間もなく水が張られるだろう。

弁護士　福井大海

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

安
藤
ヒ
ロ
子

保
健
師

（
り
す
シ
ス
テ
ム
医
療
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
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〈
介
護
シ
リ
ー
ズ  

第
６
回
〉

服
部
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所 

所
長

服
部 

万
里
子

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
か
ら
在
宅
で
指
導
を
受
け

る
居
宅
療
養
管
理
が
あ
り
ま
す
。

〇�

通
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
宅
か
ら
送
迎
付
き
で
、
昼
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
が
２
種
あ

り
ま
す
。

〇�

短
期
入
所
は
、
自
宅
か
ら
送
迎
付
き
で
、
施
設
に
短

期
間
ス
テ
イ
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
２
種
あ
り
ま
す
。

⒈
‐
⑵ 

介
護
保
険
の
施
設
は
３
種
類
あ
り
ま
す

〇�
特
別
養
後
老
人
ホ
ー
ム
は
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な

ど
要
介
護
３
以
上
の
人
が
入
れ
ま
す
。

〇�

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
在
宅
の

生
活
に
戻
る
た
め
の
施
設
で
す
。

〇�

介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
介
護
保
険
の
老
人
病
院

で
す
。
医
療
が
必
要
な
人
が
対
象
で
、
介
護
医
療
院

に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

⒉ 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
９
種
類

　

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
「
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
住
民
票
が
あ
る
市
町
村
の
住

民
だ
け
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ま
た
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
指
定
（
介
護
保
険
の
適
用
）
も
市
町
村

が
行
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
は
都
道
府
県
が

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
を
行
い
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
図
表
の
よ
う
に
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
は
訪
問
介
護
（
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
）、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
（
地
域
密
着
型
通
所
介
護
や
認
知
症
対
応
型
通

所
介
護
）、
ケ
ア
付
き
住
宅
（
特
定
施
設
入
所
者
生
活

介
護
や
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
）、
施
設
（
介

護
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
）
等
多
様
で
す
。

　

特
徴
的
な
の
が
●
印
の
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
つ

の
事
業
所
が
提
供
し
、
利
用
回
数
に
か
か
わ
ら
ず
介
護

度
別
の
一
律
報
酬
の
３
種
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●�

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
、
訪
問
介
護
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
三
つ
の
サ
ー
ビ
ス

を
一
つ
の
事
業
所
が
ま
と
め
て
提
供
し
ま
す
。

●�

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
、
前
記
の
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
訪
問
介
護
・
看
護
も
含
め
、

ま
と
め
て
一
つ
の
事
業
所
が
提
供
し
ま
す
。

●�

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
は
、
訪
問

介
護
・
訪
問
看
護
の
二
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
つ
の
事

業
所
が
ま
と
め
て
提
供
し
ま
す
。

⒊ 

要
介
護
度
別
に
保
険
の
限
度
額
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

超
え
る
と
自
費
に
な
る

　

シ
リ
ー
ズ
第
４
回
で
、介
護
保
険
は
市
町
村
か
ら「
要

介
護
認
定
」を
受
け
る
と
７
段
階
に
介
護
度
が
決
ま
り
、

保
険
証
に
記
載
さ
れ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
と

　
　
　
　

自
費
サ
ー
ビ
ス
の
違
い
は
何
？

⒈   

誰
も
が
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
と
、
市
町
村
の
住
民

だ
け
が
使
え
る
（
地
域
密
着
型
）
サ
ー
ビ
ス

　

次
ペ
ー
ジ
の
図
表
が
、
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
介
護
保
険
は
そ
の
人
の

介
護
の
必
要
性
に
合
わ
せ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合

わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
の
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

で
す
。
要
支
援
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
に

な
り
ま
す
。

⒈
‐
⑴ 

自
宅
に
暮
ら
し
な
が
ら
受
け
る
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
は
次
の
通
り
で
す

〇�

訪
問
サ
ー
ビ
ス
は
自
宅
内
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

ヘ
ル
パ
ー
が
来
て
く
れ
る
訪
問
介
護
、
看
護
師
の
訪

問
看
護
、
風
呂
桶
を
自
宅
に
運
び
看
護
師
を
含
め
３

人
で
風
呂
に
入
れ
る
訪
問
入
浴
、
国
家
資
格
の
理
学

療
法
士
な
ど
か
ら
自
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
、
ベ
ッ
ド
や
車
い
す
、
杖
な
ど
を
借
り
る

福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
、
風
呂
や
ト
イ
レ
の
用
具
は
購

入
費
が
保
険
で
10
万
円
ま
で
出
ま
す
。
ま
た
医
師
、
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左
の
表
が
介
護
度
別
に
暦
の
１
か

月
に
保
険
利
用
で
き
る
上
限
で
す
。

　

介
護
保
険
単
価
（
報
酬
）
は
、

例
え
ば
ヘ
ル
パ
ー
に
ト
イ
レ
や
食

事
、
入
浴
の
介
助
を
40
分
受
け
る

と
３
９
６
０
円
で
、
１
時
間
以
上
受

け
る
と
５
７
９
０
円
に
な
り
、
保
険

適
用
に
な
る
と
１
割
負
担
の
場
合
は

４
０
０
円
～
５
８
０
円
く
ら
い
が
自

己
負
担
で
す
。

⒋ 

保
険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
も
活
用

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
は
上
の
図

表
の
通
り
で
す
が
、
保
険
外
の
サ
ー

ビ
ス
に
は
①
食
事
が
配
達
さ
れ
る
配

食
サ
ー
ビ
ス�

②
緊
急
通
報
装
置
を
つ

け
る�

③
介
護
付
タ
ク
シ
ー
を
使
い
車

い
す
で
出
か
け
る
等
が
あ
り
、
市
町

村
が
負
担
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
有
償
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
映
画
に
行
く
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
付
き
で
海
外
旅
行
に
出
か
け
る
な
ど
の
自
費
サ
ー
ビ

ス
も
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
お
話
相
手
」
や
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
庭
木
の
手
入
れ
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
上
手
に
組
み
あ
わ
せ
て
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
て
か
ら
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と

が
大
切
で
す
ね
。

介護度別限度額（円）

要支援 1 50,320

要支援 2 105,310

要介護 1 167,650

要介護 2 197,050

要介護 3 270,480

要介護 4 309,380

要介護 5 362,170

介 護 保 険 の サ ー ビ ス

⑨療養　⑩生活
短 期 入 所

⑫住宅改修

施 設 3 種

介護老人福祉施設
介護老人保健施設

介護療養型医療施設⇒
介護医療院へ変わる

●小規模多機能型居宅介護
夜間対応型訪問介護

▼特定施設入所者生活介護
介護福祉施設入所者生活介護
▼認知症対応型共同生活介護

認知症対応型通所介護
●定期巡回・随時対応型訪問介護看護

●看護小規模多機能型居宅介護
地域密着型通所介護（療養通所介護）

地域密着型サービス（9 種） 

ケア付き住宅⑪▼特定施設入所者生活介護 }

①訪問介護

②訪問看護

③訪問入浴

④訪問リハビリ

⑤福祉用具レンタル・販売

⑥居宅療養管理

訪
問
サ
ー
ビ
ス

通所サービス

⑦通所介護 ⑧通所リハビリ

図表

イ ン フ ォ ー マ ル サ ー ビ ス 利 用 状 況 （ ％ ）

医療法人

利用あり 利用なし

NPO 法人

営利法人

社会福祉協議会

市町村・公益連合等

全体

出典：三菱総研（居宅介護支援、介護支援専門員の実態に関する調査報告書��平成 25 年
厚生労働省事業）より作成
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〈
年
金
シ
リ
ー
ズ  

第
４
回
〉

一
度
は
悩
む
、
繰
上
げ
受
給
の
損
得

る
ご
と
に
０
・
５
％
の
減
額
（
令
和
４
年
４
月
１
日
以

降
に
60
歳
に
到
達
す
る
人
は
０
・
４
％
に
改
正
）
と
な

り
ま
す
。
60
歳
ま
で
繰
り
上
げ
た
場
合
の
減
額
率
は
、

０
・
５
％
×
60
か
月
＝
30
％
。
受
給
率
で
い
う
と
65
歳

か
ら
の
本
来
受
給
額
の
70
％
に
な
り
、
こ
の
減
額
は
一

生
続
き
ま
す
。
繰
上
げ
請
求
は
、
１
か
月
単
位
で
で
き

ま
す
。（
主
な
年
齢
で
の
受
給
率
は
図
表
１
参
照
）

⒉ 

繰
上
げ
受
給
の
損
得

　

繰
上
げ
受
給
で
多
い
の
が
「
年
金
を
繰
り
上
げ
る
と

得
で
す
か
、
そ
れ
と
も
損
で
す
か
？
」
や
「
何
歳
か
ら

繰
り
上
げ
る
の
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
相

談
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
相
談
に
即
座
に
答
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
と
言
う
の
も
、
繰
上
げ
受
給
の
損
得

は
、
相
談
者
が
何
歳
ま
で
ご
存
命
な
の
か
に
よ
る
か
ら

で
す
。

　

65
歳
で
原
則
ど
お
り
受
け
取
っ
た
年
金
と
、
繰
り
上

げ
て
受
け
取
っ
た
年
金
の
そ
れ
ぞ
れ
の
累
計
額
を
比
較

す
る
と
、「
繰
り
上
げ
た
年
齢
＋
16
年
８
か
月
後
」
か

ら
は
、
65
歳
受
給
開
始
の
累
計
額
が
、
繰
上
げ
受
給
の

累
計
額
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
60
歳
で

繰
上
げ
た
場
合
は
、
76
歳
７
か
月
ま
で
は
「
繰
り
上
げ

て
良
か
っ
た
！
」
と
言
え
ま
す
が
、
76
歳
８
か
月
以
後

は
「
65
歳
ま
で
待
っ
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
！
」
に
変
わ

り
ま
す
。
こ
の
損
か
得
か
の
分
岐
点
は
、
何
歳
で
繰
り

上
げ
て
も
そ
の
時
点
か
ら
16
年
８
か
月
後
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
60
歳
の
人
が
今
後
平
均
何
年
生
き
る
か
と
言
う

と
、
男
性
で
約
24
年
、
女
性
で
29
年
で
す
。
ま
た
90
歳

ま
で
生
き
る
確
率
は
、
男
性
で
25
・
０
％
、
女
性
で
は

49
・
１
％
に
も
上
り

ま
す
。一
般
的
に
は
、

早
く
亡
く
な
る
可
能

性
よ
り
も
、
ご
自
身

が
お
考
え
に
な
っ
て

い
る
以
上
に
長
生
き

を
す
る
可
能
性
の
方

が
ず
っ
と
高
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

繰
上
げ
受
給
を
選

択
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
単
な
る

金
額
の
損
得
で
は
な

く
、
ご
自
身
に
と
っ

て
繰
上
げ
受
給
の
年

金
が
そ
の
時
点
で
ど

う
し
て
も
必
要
な
の

か
ど
う
か
を
冷
静
に

判
断
す
る
こ
と
が
大

切
か
と
思
い
ま
す
。

原
　
令
子

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
･
サ
ポ
ー
ト 

代
表
取
締
役

社
会
保
険
労
務
士
原
令
子
事
務
所 

所
長

　
「
64
歳
の
い
と
こ
が
年
金
を
受
け
取
る
前
に
急
に
亡

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
も
早
め
に
国
民
年
金
を

受
け
取
っ
た
方
が
良
い
か
な
と
思
っ
て
…
」　　

　
「
最
近
私
も
健
康
に
自
信
が
な
く
な
っ
て
…
貰
え
る

も
の
は
さ
っ
さ
と
貰
っ
た
方
が
得
な
の
か
な
？
」

　
「
ま
だ
元
気
な
う
ち
に
大
好
き
な
旅
行
も
楽
し
み
た

い
。
そ
の
費
用
に
充
て
る
た
め
に
繰
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
」

　

な
ど
な
ど
理
由
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
年
金
を
早

く
受
け
取
る
こ
と
に
つ
い
て
の
相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
年
金
を
早
く
受
け
取
る
し
く
み
を
「
繰

上
げ
受
給
」
と
言
い
、
原
則
65
歳
か
ら
受
給
で
き
る
老

齢
基
礎
年
金
や
老
齢
厚
生
年
金
を
60
歳
以
後
の
希
望
す

る
時
期
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
、

繰
上
げ
受
給
の
損
得
や
、留
意
点
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

⒈ 

繰
上
げ
受
給
の
年
金
額

　

繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
取
る
場
合
に
は
、
年
金
は

減
額
さ
れ
ま
す
。
繰
上
げ
受
給
の
年
金
額
は
、
65
歳

時
点
で
の
老
齢
基
礎
年
金
や
老
齢
厚
生
年
金
の
額
を

１
０
０
％
と
す
る
と
、
受
け
取
り
時
期
を
１
か
月
早
め

図表 1

請求時年齢 60 歳 61 歳 62 歳 63 歳 64 歳 65 歳

現在の繰上げ受給率 70% 76% 82% 88% 94% 100%

改正後の繰上げ受給率 76.0％ 80.8% 85.6% 90.4% 95.2% 100%

（注）繰上げの減額率は、令和 4 年 4 月 1 日以降に 60 歳に達する方については、
1 か月 0.4% の減額率に改正されます。改正後はピンク色の欄に記載した受給率
となる予定です。
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⒊ 

繰
上
げ
受
給
の
留
意
点

　

繰
上
げ
受
給
に
は
、
年
金
が
減
額
に
な
る
こ
と
以
外

に
も
次
の
留
意
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
請
求
手
続
を
す

る
前
に
よ
く
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①�
繰
上
げ
受
給
を
す
る
と
終
身
減
額
さ
れ
た
年
金
額
と

な
り
、
繰
上
げ
請
求
を
し
た
後
は
、
取
り
消
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

②�

繰
上
げ
受
給
を
し
て
い
る
人
が
遺
族
厚
生
年
金
を
受

給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
65
歳
ま
で
は
ど
ち
ら

か
一
方
し
か
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
多
く
の
場
合
、
遺

族
厚
生
年
金
の
受
給
が
有
利
に
な
る
た
め
、
遺
族
厚

生
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
、
繰
り
上
げ
た
老

齢
基
礎
年
金
は
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。
65
歳
以
降

は
両
方
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
老
齢
基

礎
年
金
は
減
額
さ
れ
た
ま
ま
の
金
額
で
す
。

③�

繰
上
げ
受
給
を
す
る
60
歳
か
ら
65
歳
の
間
に
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
状
態
に
な
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。�　
　

④
寡
婦
年
金
（
注
１
）�

は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

�

・�

繰
上
げ
受
給
を
し
て
い
た
夫
が
死
亡
し
た
場
合
は
寡

婦
年
金
は
発
生
し
ま
せ
ん

�

・�

繰
上
げ
受
給
を
し
て
い
る
妻
は
、
寡
婦
年
金
は
請
求

で
き
ま
せ
ん

�

・�

寡
婦
年
金
を
受
給
し
て
い
る
妻
が
繰
上
げ
を
す
る
と

寡
婦
年
金
は
失
権
し
ま
す

（
注
１
）寡
婦
年
金
と
は
、国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者（
主

に
自
営
業
者
）
と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間
や
保
険
料
免

除
期
間
が
10
年
以
上
あ
る
夫
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、
10
年
以

上
継
続
し
て
婚
姻
関
係
に
あ
り
生
計
維
持
さ
れ
て
い
た
妻
に

60
歳
か
ら
65
歳
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。⑤�

65
歳
支
給
の
老
齢

厚
生
年
金
を
繰
り

上
げ
る
場
合
は
、

必
ず
老
齢
基
礎
年

金
も
同
時
に
繰
り

上
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
老
齢

厚
生
年
金
だ
け
の

繰
上
げ
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
（
図
表
２
参
照
）

⑥�

60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
間
に
老
齢
厚

生
年
金
が
受
給
で
き

る
人
は
、
図
表
３

の
よ
う
な
取
り
扱

い
と
な
り
ま
す
の

で
、
繰
上
げ
を
検
討

さ
れ
る
際
に
年
金

事
務
所
で
詳
細
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⑦�

在
職
中
（
厚
生
年
金
に
加
入
中
）
の
人
は
、
老
齢
厚

生
年
金
を
繰
り
上
げ
る
と
、
在
職
老
齢
年
金
の
し
く

み
や
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
と
の
調
整
等
で

さ
ら
に
年
金
額
が
低
額
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。在
職
中
の
繰
上
げ
受
給
は
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

図表 2

老齢厚生年金８万円 / 月

老齢基礎年金６万円 / 月

60 歳で繰上げ
支給率 70％

老齢厚生年金 5.6 万円 / 月

老齢基礎年金 4.2 万円 / 月

65 60

● 65 歳から老齢厚生年金と老齢基礎年金が受け取れる人
※老齢厚生年金と老齢基礎年金は同時に繰り上げなければなりません。

60 64 65

老 齢 厚 生 年 金

老 齢 基 礎 年 金

B 老齢基礎年金のみの繰上げ

図表 3

● 64 歳から老齢厚生年金が受け取れる人の例
A  64 歳から老齢厚生年金を受け取れる人が 60 歳から 64 歳までの間に繰り上げる
    ときは、老齢厚生年金と老齢基礎年金は同時に繰り上げなければなりません。
B  老齢厚生年金が受け取れる人は、64 歳以降は老齢厚生年金を 100% で受け取れ
     るので、64 歳から 65 歳までの間は老齢基礎年金のみの繰上げとなります。

Ａ老齢基礎年金と
　老齢厚生年金同時繰上げ
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地球に恩返しの森づくり事業部では、2009年以降、
〈地球に恩返しの森〉（大分県由布市庄内町）づくり

を通して、様々な環境保護運動をしています。
日々の活動の様子を、〈地球に恩返し・くすりの森の

「しんの」ちゃん〉ブログとインスタグラムで発信し
ていますので、ぜひご覧ください！

〈地球に恩返しの森〉〈地球に恩返しの森〉の活動をの活動を
ブログブログととインスタグラムインスタグラムで発信しています！で発信しています！

https://ameblo.jp/liss-shinno/

地球に恩返し  しんの 検索

桜 に 彩 ら れ た 地 球 に 恩 返 し の 森桜 に 彩 ら れ た 地 球 に 恩 返 し の 森
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4 月 13 日

九 頭 め の ヤ ギ が

誕 生 し ま し た

モクレン

オオカナメモチブルーべりー

ヤマブドウのアーチ 菜の花

マルバアオダモ
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▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
収
束

の
兆
し
が
み
え
ず
、
宮
城
県
に
は
4
月
5

日
か
ら
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
感
染
症
予
防
対
策
を
徹
底

し
、
入
院
保
証
や
手
術
立
ち
会
い
、
施
設

入
居
の
身
元
保
証
・
転
居
時
の
自
宅
の
片

付
け
、
買
い
物
代
行
な
ど
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
で
き
る
範
囲
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
す
。

　

入
院
中
に
面
会
が
許
可
さ
れ
ず
、
会
話

が
な
く
な
っ
た
影
響
も
あ
る
の
か
、
精
神

的
に
不
安
定
に
な
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
「
自
粛
生
活
で
考
え
る
時
間
が
増
え

た
の
で
、
書
類
を
見
直
そ
う
と
思
っ
た
」

と
、
見
直
し
面
談
を
希
望
さ
れ
る
方
が
い

る
一
方
、「
コ
ロ
ナ
が
心
配
な
の
で
」
と

説
明
会
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
お
花
見
例
会
が
再
開
で
き
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

▼
都
内
マ
ン
シ
ョ
ン
に
一
人
で
暮
ら
し
て

い
た
R
さ
ん
（
83
歳
・
女
性
）
は
、
す
が

も
平
和
霊
苑
の
お
墓
を
お
持
ち
の
ご
縁

で
、
５
年
前
に
り
す
シ
ス
テ
ム
と
契
約
し

ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
返
送
い
た
だ
い
た
確
認

シ
ー
ト
に
は
「
一
人
で
何
と
か
生
活
し
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
ご
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
、
我
が
身
は
自
分
で
気
を
つ
け
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
記
入
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

東
日
本
支
部

人
も
こ
う
し
た
最
期
を
予
想
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
病
室

で
お
会
い
し
た
R
さ
ん
は
看
護
師
の
手
で

身
な
り
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
お
だ

や
か
な
お
顔
で
眠
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と

を
、せ
め
て
も
の
救
い
に
感
じ
て
い
ま
す
。

▼
誕
生
月
に
は
誕
生
日
カ
ー
ド
と
確
認

シ
ー
ト
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
確
認

シ
ー
ト
は
皆
さ
ん
の
近
況
や
体
調
を
お
尋

ね
す
る
書
面
で
、
ご
記
入
後
、
返
信
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
年
一
回
無
料
の
見
守
り

訪
問
も
、
こ
の
シ
ー
ト
で
お
申
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
や
楽
し
み
を
控
え
る

生
活
が
長
期
に
わ
た
り
、
そ
の
影
響
も
あ

る
の
か
最
近
は
見
守
り
訪
問
を
希
望
さ
れ

る
方
が
増
え
ま
し
た
。
り
す
シ
ス
テ
ム
で

は
全
職
員
が
定
期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
、
陰
性
の
確
認
を
し
て
か
ら
訪
問
し
ま

す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
訪
問
を
希
望
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ

ま
す
が
「
こ
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
不
安

が
募
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
必
要
な
い

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
今
年
は
お
会
い

し
た
い
」
と
返
信
く
だ
さ
る
方
も
お
ら
れ

ま
す
。お
目
に
か
か
れ
ば
お
話
が
は
ず
み
、

　

中
部
日
本
支
部

　

先
月
、
そ
ん
な
R
さ
ん
が
脳
出
血
で
救

急
搬
送
さ
れ
た
と
の
連
絡
を
受
け
、
搬
送

先
の
大
学
病
院
に
急
行
し
ま
し
た
。
買
い

物
で
外
出
し
た
R
さ
ん
は
、
帰
宅
途
中
マ

ン
シ
ョ
ン
の
廊
下
で
倒
れ
た
よ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
R
さ
ん
と
の
面
会
は
許
可

さ
れ
ず
、
医
師
に
よ
る
と
「
あ
ー
、
う
ー
」

と
発
す
る
の
み
で
、
右
半
身
に
麻
痺
が
で

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
入
院
療
養
契

約
書
、
身
体
抑
制
に
関
す
る
説
明
書
等
６

種
の
説
明
同
意
書
に
署
名
し
、
入
院
に
必

要
な
衣
類
の
レ
ン
タ
ル
を
申
し
込
み
ま
し

た
。
そ
の
後
自
宅
を
訪
問
し
て
電
源
等
を

切
り
、
新
聞
の
配
達
休
止
、
郵
便
物
の
転

送
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

R
さ
ん
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

き
ま
し
た
が
、5
日
ほ
ど
で
や
や
安
定
し
、

療
養
型
の
病
院
に
転
院
し
ま
し
た
。
し
か

し
転
院
か
ら
２
日
後
、
病
院
か
ら
、
血
圧
・

脈
拍
と
も
に
低
下
し
、
厳
し
い
状
態
で
あ

る
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
R
さ
ん
の
医
療

上
の
判
断
に
関
す
る
事
前
意
思
表
示
書
に

は
、
臨
死
期
は
自
然
に
そ
の
と
き
を
迎
え

た
い
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
旨
病
院
に

伝
え
ま
し
た
。
R
さ
ん
が
旅
立
っ
た
の
は

翌
朝
の
こ
と
で
し
た
。

　

救
急
搬
送
さ
れ
て
か
ら
一
週
間
ほ
ど
で

し
た
が
、
そ
の
間
意
識
は
戻
ら
ず
、
ご
本

活
動
記

活
動
記

支
部
支
部

　

北
海
道
・
北
日
本
支
部
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コ
ロ
ナ
禍
の
暮
ら
し
で
工
夫
し
て
い
る
こ

と
、
健
康
の
こ
と
、
趣
味
の
こ
と
な
ど
話

題
は
尽
き
ま
せ
ん
。お
別
れ
の
際
に
は「
私

よ
り
早
く
死
ん
だ
ら
駄
目
よ
！
」
と
声
を

か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
。

　

今
後
も
契
約
家
族
と
し
て
、
皆
さ
ん
の

ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

▼
２
０
１
３
年
に
り
す
シ
ス
テ
ム
と
契
約

し
た
N
さ
ん
（
94
歳
・
女
性
）。
私
の
お

ぼ
え
が
き
の
各
種
書
類
、
公
正
証
書
を
作

成
し
「
こ
れ
で
一
安
心
で
す
」
と
。
そ
の

後
、
自
宅
で
自
立
し
た
生
活
を
続
け
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

西
日
本
支
部

　

昨
年
5
月
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
電

話
が
あ
り
「
N
さ
ん
が
軽
傷
で
一
日
入
院

し
ま
し
た
。
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
現
在
要
支
援
2
な
の
で
今
後
の
こ
と

も
あ
り
、
そ
ち
ら
と
契
約
し
て
い
る
と
聞

い
て
連
絡
し
ま
し
た
。
入
院
や
手
術
、
後

見
が
必
要
に
な
っ
た
ら
対
応
で
き
ま
す

か
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
契
約

家
族
と
し
て
り
す
が
担
っ
て
い
る
役
割
を

説
明
し
、
N
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

に
は
連
携
が
必
要
な
旨
を
伝
え
て
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

今
年
に
入
り
N
さ
ん
か
ら
「
電
気
ス

ト
ー
ブ
を
焦
が
し
て
、
火
事
を
起
こ
し
て

し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
1
人
暮
ら
し
も

い
よ
い
よ
無
理
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

施
設
入
居
の
こ
と
な
ど
相
談
し
た
い
の
で

す
が
…
」
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
、
り

す
ス
タ
ッ
フ
と
医
療
班
の
保
健
師
が
自
宅

を
訪
問
し
て
今
後
の
こ
と
を
話
し
合
い
、

N
さ
ん
の
意
向
に
沿
っ
て
施
設
に
転
居
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　

と
こ
ろ
が
そ
の
2
日
後
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
、
N
さ
ん
が
、
意
識
が
混
濁

し
た
状
態
で
緊
急
搬
送
さ
れ
た
の
で
身
元

保
証
を
お
願
い
し
ま
す
と
連
絡
が
あ
り
、

搬
送
先
に
急
行
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

▼
O
さ
ん
（
84
歳
・
女
性
）
と
出
会
っ
た

の
は
12
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。
居
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
不
慮
の
事
故
が

原
因
で
、
若
い
こ
ろ
に
全
盲
に
な
っ
た
方

が
い
ま
す
。
ご
主
人
に
先
立
た
れ
、
お
子

さ
ん
も
な
く
、
兄
弟
も
い
ま
せ
ん
。
1
人

暮
ら
し
も
限
界
と
思
わ
れ
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
入
居
を
検
討
し
て
い
る
の
で
、
り

す
シ
ス
テ
ム
に
身
元
引
受
保
証
を
依
頼
し

た
い
」
と
連
絡
を
い
た
だ
き
、
契
約
に
至

り
ま
し
た
。

　

O
さ
ん
は
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師

と
し
て
働
き
、
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
は
自
分

で
こ
な
し
て
い
ま
し
た
が
、
数
年
前
の
転

倒
が
原
因
で
車
い
す
生
活
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
国
・
四
国
支
部

面
会
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他

の
利
用
者
の
件
で
お
世
話
に
な
っ
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
計
ら
い
で
、
ス
ム
ー

ズ
に
保
証
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

担
当
医
に
も
退
院
後
の
1
人
暮
ら
し
は

無
理
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
、
1
か
月
弱
の
入

院
期
間
中
に
転
居
先
を
探
し
ま
し
た
。
条

件
に
合
っ
た
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

が
見
つ
か
り
、
施
設
職
員
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
り
す
で
打
ち
合
わ
せ
な
が
ら
、

退
院
後
、
直
接
施
設
に
入
居
で
き
る
よ
う

手
続
き
を
す
す
め
ま
し
た
。

　

身
元
引
受
保
証
人
と
し
て
、
施
設
入
居

の
契
約
関
連
書
類
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪

問
看
護
、
訪
問
介
護
、
薬
局
の
契
約
書
に

署
名
。
ま
た
、
生
活
必
需
品
や
衣
類
等
を

施
設
に
運
び
入
れ
る
た
め
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
り
す
ス
タ
ッ
フ
で
自
宅
を
訪
問

し
、
冷
蔵
庫
の
中
の
も
の
や
生
ご
み
の
処

理
、ガ
ス
の
閉
栓
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。

退
院
後
は
無
事
、
施
設
に
入
居
で
き
ま
し

た
。

　

先
日
、
施
設
職
員
か
ら
「
最
近
で
は
、

N
さ
ん
に
笑
顔
が
戻
っ
て
い
ま
す
」
と
連

絡
が
あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
も
伝
え

ま
し
た
。
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さ
ら
に
最
近
で
は
立
ち
上
が
る
こ
と
も

で
き
ず
全
介
助
の
状
態
で
、
自
傷
行
為
も

見
ら
れ
ま
す
。
ホ
ー
ム
か
ら
「
ハ
サ
ミ
で

自
分
を
傷
つ
け
よ
う
と
し
た
り
指
を
噛
ん

だ
り
し
ま
す
の
で
、
対
応
に
困
っ
て
い
ま

す
。
り
す
シ
ス
テ
ム
の
了
解
が
得
ら
れ
た

ら
、
す
ぐ
に
で
も
医
療
保
護
入
院
の
た
め

の
移
送
を
し
た
い
の
で
す
が
…
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

　

り
す
に
は
病
院
へ
の
移
送
を
承
諾
す
る

権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
精
神
保
健
及
び

精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
精
神

保
健
福
祉
法
）
第
33
条
第
3
項
に
「
入
院

治
療
が
必
要
な
状
態
で
患
者
本
人
の
同
意

が
取
れ
ず
、
家
族
が
い
な
い
場
合
に
は
、

市
町
村
長
の
同
意
に
よ
り
入
院
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
区
役
所
の
同
意
を
得
て
、
O
さ

ん
を
病
院
ま
で
お
連
れ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
介
護
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
O
さ

ん
は
体
を
固
く
し
、
何
の
言
葉
も
発
し
ま

せ
ん
。「
退
院
す
る
と
き
は
迎
え
に
来
ま

す
か
ら
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
病
院
で

ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を

か
け
ま
し
た
。

　

病
院
に
到
着
し
、
保
証
手
続
き
を
し
ま

し
た
。
担
当
医
か
ら
「
精
神
的
な
異
常
は

あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
認
知
症
、

高
血
圧
、
股
関
節
の
変
形
が
み
ら
れ
ま

す
。
半
年
く
ら
い
の
入
院
に
な
る
で
し
ょ

う
。退
院
後
は
特
養（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）
へ
の
転
居
も
視
野
に
、
相
談
員
と
話

し
合
っ
て
く
だ
さ
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
院
中
も
ホ
ー
ム
利
用
料
が
か
か
る
た

め
、
早
め
に
退
去
す
る
こ
と
と
し
、
不
要

品
の
選
別
を
し
て
引
越
し
業
者
に
見
積

も
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
防
災
カ
ー

テ
ン
や
壁
紙
に
血
液
が
付
着
し
て
い
た
た

め
、
新
し
い
も
の
を
購
入
し
て
交
換
し
ま

し
た
。

　

ホ
ー
ム
退
去
後
の
住
民
票
に
つ
い
て

は
、
半
年
後
の
退
院
・
転
居
ま
で
は
現
在

の
ホ
ー
ム
を
住
所
地
と
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
交
渉
し
、了
承
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

入
院
が
長
期
化
す
れ
ば
、
住
所
を
病
院
に

移
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
に
届

く
郵
便
物
は
、
り
す
へ
の
転
送
届
を
出
し

ま
し
た
。

　

O
さ
ん
の
足
腰
が
弱
り
、
精
神
的
に
も

不
安
定
に
な
っ
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る

生
活
の
変
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
外
部
か

ら
施
設
に
入
れ
ず
、
外
出
も
で
き
ず
、
移

動
支
援
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
な
い
状
況
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
も
１

年
以
上
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の

暮
ら
し
が
は
や
く
戻
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

▼
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
に
1
人
暮
ら
し
の
S

さ
ん
（
66
歳
・
男
性
）。
昨
年
8
月
に
り

す
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
資
料

請
求
さ
れ
、
メ
ー
ル
で
質
問
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
東
京
の
九
段
本
部
で
メ
ー

ル
に
対
応
し
た
後
、
支
部
か
ら
事
例
を
含

め
、
り
す
の
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
10

月
に
説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
S
さ
ん
は
、

総
合
保
証
パ
ッ
ク
（
申
込
み
と
同
時
に
公

正
証
書
作
成
に
取
り
か
か
る
こ
と
の
で
き

る
契
約
）
を
申
し
込
む
こ
と
に
決
め
、
11

月
に
H
公
証
役
場
で
公
正
証
書
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

九
州
支
部

　

そ
の
後
S
さ
ん
に
、
私
の
お
ぼ
え
が
き

一
式
〈
企
画
書
・
諸
手
続
参
考
資
料
表
・

医
療
上
の
判
断
に
関
す
る
事
前
意
思
表
示

書
・
後
見
ノ
ー
ト
（
後
見
事
務
履
行
に
関

す
る
事
前
意
思
表
示
書
）〉
を
送
付
。
作

成
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
来
所
に
よ
る
面
談

を
避
け
、
郵
送
で
書
類
の
や
り
取
り
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

S
さ
ん
か
ら
書
類
の
下
書
き
を
送
っ
て

い
た
だ
き
、
事
例
を
含
め
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
返
送
し
ま
し
た
。
書
類
の
作
成
に
３
か

月
ほ
ど
か
け
、
今
年
2
月
に
全
て
の
書
類

が
完
成
し
、
書
類
控
え
を
S
さ
ん
に
送
付

し
ま
し
た
。
S
さ
ん
に
は
、
気
持
ち
や
環

境
の
変
化
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
見
直
し

が
可
能
だ
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

▼
Y
さ
ん
（
76
歳
・
女
性
）
は
一
戸
建
て

の
自
宅
に
1
人
暮
ら
し
で
す
。
昨
年
末
、

首
に
痛
み
を
覚
え
て
入
院
、
治
療
を
受
け

ま
し
た
。
年
が
明
け
、
退
院
前
の
主
治
医

の
病
状
説
明
に
同
席
し
て
欲
し
い
と
依

頼
さ
れ
、
検
査
結
果
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

乳
が
ん
が
疑
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

い
っ
た
ん
退
院
し
、
後
日
Ｃ
Ｔ
造
影
検
査

に
付
き
添
い
ま
し
た
。

　

診
断
は
や
は
り
乳
が
ん
で
、
現
時
点
で

は
転
移
は
確
認
さ
れ
ず
、
手
術
か
抗
が
ん
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剤
治
療
か
の
選
択
と
な
り
ま
し
た
。
医
師

の
説
明
を
受
け
た
Y
さ
ん
は
手
術
を
選
択

し
ま
し
た
が
、
受
診
し
た
病
院
に
は
乳
腺

外
科
の
専
門
医
が
在
籍
し
て
お
ら
ず
、
Y

さ
ん
は
そ
の
点
に
不
安
を
抱
い
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
専
門
医
の
い
る
病
院

を
紹
介
し
て
も
ら
え
な
い
か
主
治
医
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
K
大
学
病
院
と
K
が
ん

セ
ン
タ
ー
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

Y
さ
ん
は
以
前
大
腸
が
ん
の
手
術
を
受

け
、
K
大
学
病
院
の
定
期
検
診
を
受
け
て

い
ま
す
の
で
、
今
回
も
K
大
学
病
院
を
選

択
。
2
月
初
旬
、
身
元
引
受
保
証
人
と
し

て
、
紹
介
状
持
参
で
K
大
学
病
院
を
受
診

し
、
そ
の
後
の
検
査
に
付
き
添
っ
て
主
治

医
・
麻
酔
医
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
3

月
に
入
り
、
入
院
前
検
査
に
付
き
添
い
、

入
院
の
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。
手
術
に

も
立
ち
会
う
予
定
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
を
控
え
る
人
が
増

え
、
が
ん
検
診
等
が
減
少
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
Y
さ
ん
の
場
合
は
最
初
に
受
診

し
た
病
院
で
が
ん
が
見
つ
か
り
、
治
療
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
契
約
家

族
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
ま
す
。

▼
施
設
で
暮
ら
し
て
い
る
E
さ
ん（
73
歳
・

女
性
）か
ら
緊
急
コ
ー
ル
が
あ
っ
た
の
は
、

12
月
中
旬
の
こ
と
で
し
た
。

　
「
朝
起
き
て
ト
イ
レ
に
行
こ
う
と
し
た

ら
、
ふ
ら
つ
い
て
転
倒
し
ま
し
た
。
左
肩

を
打
っ
て
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
、

り
す
に
電
話
し
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
そ

こ
で
施
設
に
連
絡
し
、
様
子
を
み
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

施
設
職
員
に
よ
る
と
「
意
識
も
し
っ
か

り
さ
れ
て
い
て
、
部
屋
で
安
静
に
し
て
い

ま
す
。
ご
自
身
で
整
形
外
科
の
受
診
予
約

を
さ
れ
た
よ
う
で
す
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

大
分
支
部

　

E
さ
ん
は
翌
々
日
に
ヘ
ル
パ
ー
の
付
き

添
い
で
受
診
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ま
し

た
。

　

年
が
明
け
、
施
設
か
ら
「
肩
の
調
子
が

改
善
し
な
い
の
で
、
再
度
整
形
外
科
を
受

診
し
た
と
こ
ろ
、
左
肩
を
脱
臼
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
全
身

麻
酔
で
施
術
し
ま
す
。
入
院
は
必
要
な
い

と
の
こ
と
な
の
で
、
施
設
で
様
子
を
み
ま

す
」
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

2
日
後
E
さ
ん
か
ら
「
布
団
が
重
く
て

肩
が
痛
い
。
羽
根
布
団
を
買
っ
て
ほ
し
い

の
で
す
が
…
」
と
依
頼
さ
れ
、
購
入
し
て

施
設
に
送
り
ま
し
た
。

　

1
月
下
旬
施
設
か
ら「
先
日
の
受
診
で
、

施
術
し
た
肩
が
再
び
外
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
今
度
は
入
院
・
手
術
と
な
り
ま

し
た
。
身
元
保
証
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

連
絡
が
あ
り
、
翌
日
病
院
を
訪
問
、
保
証

手
続
き
を
し
ま
し
た
。
術
後
の
説
明
に
同

席
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
病
状
か
ら
再
手

術
、
さ
ら
に
4
～
6
週
間
の
入
院
が
必
要

と
い
わ
れ
ま
し
た
。
2
月
中
旬
に
再
手
術

を
受
け
、
3
月
中
旬
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
依
頼
の
あ
っ
た
生
活
用
品
を
購

入
し
て
送
っ
た
と
こ
ろ
、
E
さ
ん
か
ら
お

礼
の
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

8
～
11
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
東
京
・
千
鳥
ヶ

淵
の
桜
（
3
月
26
日
撮
影
）
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りすセンター・新木場

０１２０- ３７３- ９５９０１２０- ３７３- ９５９
NPO りすシステム

０１２０- ８８９- ４４３０１２０- ８８９- ４４３

「地球に恩返し基金」 に寄付をいただき、ありがとうございました「地球に恩返し基金」 に寄付をいただき、ありがとうございました

私たちの生命を育んでくれている地球 !! このやさしい地球に
少しでも恩返しをして、次世代に美しい地球を残しませんか。
皆さまのご寄附で「地球に恩返しの森」に植樹ができ、銘板に
あなたのお名前が刻まれます。
※匿名希望の方は、振込用紙の「通信欄」に「匿名希望」と、ペンネーム希望の
方は　「ペンネーム」を明記の上、「ご依頼人欄」には必ずお名前をご記入ください。

地球に恩返し運動について地球に恩返し運動について

地球に恩返し運動本部地球に恩返し運動本部

NPO りすシステム
地球に恩返しの森づくり事業部

連絡先：TEL.03-5215-2383

● 郵便局から振り込む場合

郵便局口座番号：00140-7-743432
加入者：地球に恩返し基金

● 他行からゆうちょ銀行に振込む場合
店名：〇一九（ゼロイチキュウ）
種目：当座　口座番号：0743432
加入者：地球に恩返し基金

地球に恩返し地球に恩返し
基金振込先基金振込先

地球に恩返し　シャツ・ポロシャツ地球に恩返し　シャツ・ポロシャツTT

■定　価：2,000 円（税・送料込み）■サイズ：Ｓ・Ｍ・Ｌ

■カラー：ホワイト・ピンク・イエロー・ライトグリーン・ライトブルー

　シャツT

ポロシャツ
■定　価：2,500 円（税・送料込み）■サイズ：Ｓ・Ｍ・Ｌ・LL・3L

■カラー：ピンク・ネイビーブルー

カラフルでかわいいロゴ付きの〈特製 T シャツ・ポロシャツ〉です。

お買い上げ金額の一部を、りすシステムから「地球に恩返し基金」

へ寄附いたします。ご協力よろしくお願いいたします。通信販売も

承ります。ご希望の方は 0120-889-443 までご連絡下さい。

人
気のカラ ーです！

　　※ 2021 年 3 月 1 日 ～ 3 月 31 日の期間、6 名の方から寄付をいただきました。
　　※ M.M さんが 1000 ポイントを達成されました。

上條　啓佑さん （東京都豊島区）
澁谷　榮子さん （東京都江戸川区）
中　トモ子さん （東京都豊島区）

中野　壽美子さん （東京都豊島区）
M.M さん （東京都杉並区）

匿名 1 名　50 音順


